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論文内容の要旨

〔目的〕

謡歯類の中でもシマリスは，特に視覚系がよく発達している。大きな眼球を持ち，視神経線維総数は約

5 0 万でラットの約 5倍であり，色覚も発達している。網膜神経節細胞の分布においても，水平に拡がる

高密度領域があり，背側側頭側部lζ大型細胞が密集する特徴がある。また外側膝状体背側核 (LGNd) も

ラットに比べ同側投射部分の発達がよく，明確な層構造をなしている。

本研究ではシマリス LGNdの同側反対側限入力と層分化の関係を順行J性標識法を用いて明かにするとと

もに宮各層の持つ情報処理機能の分化を明かにするため，個々の中継細胞の生理学的性質と層分布との対

応を調べる。さらに LGNd内の網膜部位複現様式を調べ，シマリスの両眼視能力をも合わせて検討する。

〔方法ならびに成績)

形態学的研究: 3 匹の成熟シマリスの眼球に 10-20 /μl のWGA-HRP を注入し， 4 8 -7 2 時

間後， 1. 2 5 労グノレターノレアルデヒド， 1 ~ぢパラホノレムアノレデヒド( 0.1 M リン酸緩衝液)で濯流固定し

た。 50/μmの前額断脳切片を作製し， TMB 反応の後， ニュートラルレッドでカウンター染色を行った。

その結果，これまでの 5 層に加え新たに吻側腹内側極に同側網膜から入力を受ける層が見出され， LGNd

は腹内側部( 0 , 1, 2 層)と背外側部 (3a ， 3b , 3c 層)の 6 層から成り， 0 , 2 , 3 b 層は同側

網膜支配，残りの層は反対側網膜支配であった。

生理学的研究:ウレタン( 1. 0 ー1.2 g / kg , i. p. ) 麻酔下，ガラミン (40mgパcg ， i. m.) で

非動化した 2 5 匹のシマリスの LGNdから中継細胞の単一ニューロン活動をガラス管微小電極にて記録し
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た。記録された 232個の細胞を視交文電気刺激に対する反応潜時，光受容野特性に基づいてX ， y , W 

型に分類し，それらの記録部位を組織切片上で同定した。その結果， 1, 2 層は主としてY型，一部X型

の中継細胞からなり， 3 層群は主としてW型，一部X型1Y型及びY/W型細胞を含む乙とが判った。

さらにし 3 a , 3 c 層は反対側眼より入力を受け， 2 , 3 b 層の中継細胞は同側眼入力を受ける乙とは

光刺激に対する反応性からも確認した。乙れらの結果はシマリス LGNdの L 2 層がネコのA層(対側入

力) ~ A 1 層(同側入力)に各々対応し2 また 3 層群( 3 a , 3 b , 3 c 層)はC層群 (C ， Cl , C2 

層)に対応する乙とを示唆するo また網膜部位複現様式iζ関しては9 視野の背側一腹側方向は対側眼入力

層，同側眼入力層ともにその背側一腹側軸に対応し側頭側一鼻側方向は対側眼入力層では吻側一尾側軸

に対応する。同側眼入力層 (2 ， 3 b 層)の複現視野は眼前正中 30 0 以内に限局されており，乙れは両

眼視野の範囲に相当する。 2 ， 3 b層とそれに隣接するし 3 a , 3 c 層を含めた両眼視野複限領域は

LGNd 全領域の 3/4 を占め，単眼視野よりも相対的に拡大されて複現されている。さらに両眼視野の

下方に対応する LGNd 部位から多くのY型中継細胞が記録された。

〔総括〕

シマリス LGNdはその層構造と中，継細胞の分布において同じ醤歯類のラットよりもむしろネコ LGNdと

形態学的・機能的類似性が高い。しかしながら，ネコと異なりその両眼視野複現領域は狭くそこからの視

覚情報は専ら Y型細胞により中継されているo 乙のY型細胞への網膜入力は恐らく背側側頭側部にある大

型神経節細胞からのものであり，側方視野が広く正中部に限られた両眼視野をもっシマリスにおける特殊

な両眼視機能を受け持つものと考えられる。

論文の審査結果の要旨

本研究は，シマリス外側膝状体背側核( LGNd) の形態学的層分化と中継細胞の生理学的性質を調べる

ことによって，ネコ LGNdで確立している Y/X/W細胞型並列情報処理機構が存在するか否かを検討す

るとともに，同側反対側眼入力層への視野複現様式を調べることによって，シマリスの両眼視機能を明ら

かにしようとしたものである。

先ずWGA-HRPによる順行性標識法を用いてシマリス LGNdの詳細な層構造を明らかにし，次にそ

の知見にもとづき，各層から記録された単一ニューロンの生理学的諸性質〔視交叉刺激に対する反応潜時，

光受容特性)と層分布との関係を検討した。その結果，各層の中悩田胞はネコ同様のX型， Y型， W型に

分類され， 1 , 2 層にはX型~Y型細胞が， 3 層にはW型細胞が分布している乙とが判り，シマリス LG

Nd のし わ 3 層群は機能的にもネコ LGNdのA ， A 1 , C層群に各々対応する層別の並列情報処理機

能を持つ乙とが明らかになった。またシマリスは正中部に限られた両眼視野を持っているが，ネコと異な

り，専ら Y型細胞を経由する特殊な両眼視機能が発達していることが示唆された。

これらの結果は，晴乳動物の視覚系においてY/X/W細胞型分類による並列情報処理機構が普遍的に

備わっている乙とを示唆する貴重な知見であり，学位に十分値するものと考えられる。
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